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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ビデオカメラ、プロセッサ、メモリおよびディスプレイを含むモバイル機器を使用して
、ビデオフィードをリアルタイム拡張現実で、第１の言語から第２の言語に翻訳するため
の方法であって、前記方法が、
　（ａ）前記ビデオカメラを使用して、翻訳する必要のある前記第１の言語の１つ以上の
語の前記ビデオフィードからフレームをリアルタイムで捕捉して、捕捉されたフレームを
生成するステップと、
　（ｂ）前記捕捉されたフレームを画像処理境界ボックスの内部に適合するように切り取
って、切り取られたフレームを生成するステップと、
　（ｃ）前記切り取られたフレームを前処理して、前処理されたフレームを生成するステ
ップと、
　（ｄ）前記前処理されたフレームに関して文字セグメント認識を実行して、複数の文字
セグメントを生成するステップと、
　（ｅ）前記文字セグメントに関して文字マージを実行して、複数のマージされた文字セ
グメントを生成するステップと、
　（ｆ）前記マージされた文字セグメントに関して文字認識を実行して、複数の認識され
た文字を有する認識されたフレームを生成するステップと、
　（ｇ）前記第１の言語の前記認識された文字の前記第２の言語の１つ以上の語への翻訳
を生成するために、前記認識されたフレームを翻訳エンジンで処理して翻訳されたフレー
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ムを生成し、同時に、各翻訳されたフレームに対して、前記認識された文字がどのように
うまく翻訳されているかを表す翻訳品質も計算するステップと、
　（ｈ）前記翻訳されたフレームを、現在の翻訳されたフレームとして前記メモリに格納
するステップであって、以前の翻訳されたフレームおよび以前の翻訳品質も前記メモリに
格納される、前記翻訳されたフレームを、現在の翻訳されたフレームとして前記メモリに
格納することステップと、
　（ｉ）前記境界ボックスが、前記現在の翻訳されたフレームおよび前記以前の翻訳され
たフレームに対して、同じ文字セット上に継続してあることを、前記現在の翻訳されたフ
レームと前記以前の翻訳されたフレームとの間で重複している類似した文字の割合を判断
することにより確認するステップであって、より高い割合は、前記境界ボックスが、前記
現在の翻訳されたフレームおよび前記以前の翻訳されたフレームに対して前記同じ文字セ
ット上に継続してあることを示す、前記境界ボックスが、前記現在の翻訳されたフレーム
および前記以前の翻訳されたフレームに対して、同じ文字セット上に継続してあることを
確認するステップと、
　（ｊ）前記現在の翻訳されたフレームに対して前記翻訳エンジンによって判断された前
記翻訳品質を、前記以前の翻訳されたフレームに対する前記以前の翻訳品質と比較するス
テップと、
　（ｋ）前記メモリから削除すべき、前記以前の翻訳されたフレームおよび前記現在の翻
訳されたフレームのうちの１つを、より低い翻訳品質を有するフレームに基づき選択する
ステップと、
　（ｌ）前記以前の翻訳されたフレームおよび前記現在の翻訳されたフレームから最適な
翻訳されたフレームを表示するステップであって、前記最適な翻訳されたフレームがより
高い翻訳品質を有し、前記第２の言語の前記語が、前記モバイル機器の前記ディスプレイ
上に拡張現実で、翻訳されている前記第１の言語の前記語の上に重ねられているか、また
はその隣にある、前記以前の翻訳されたフレームおよび前記現在の翻訳されたフレームか
ら最適な翻訳されたフレームを表示するステップと
を含む、方法。
 

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　関連出願の参照
　本出願は、非仮出願であり、２０１３年３月１５日に出願された「Ｒｅｃｏｇｎｉｔｉ
ｏｎ　Ｓｙｓｔｅｍ」という名称の米国仮出願第６１／７９１，５８４号からの優先権を
主張し、その全体が参照により本明細書に組み込まれる。
【０００２】
　著作権およびトレードドレスの表示
　本特許に関連した文書の開示の一部は、著作権保護の対象となる材料を含む。本特許関
連文書は、所有者のトレードドレスであるか、またはトレードドレスになり得る内容を示
し、かつ／または記述し得る。著作権およびトレードドレスの所有者は、特許開示が、米
国特許商標局の特許ファイルまたはレコード内に出現するとおり、あらゆる人による複製
に異議はないが、それ以外ではその如何に係わらず全ての著作権およびトレードドレス権
を留保する。
【０００３】
　発明の分野
　本発明は、一般に、アジア文字セットを翻訳するためのシステムおよび方法に関する。
より詳細には、本発明は、資源に制約のあるモバイル機器上でのアジア文字セットの画像
処理および認識の後に、アジア文字セットおよびそれらの翻訳をリアルタイムで表示する
ためのシステムおよび方法に関する。本発明は、その国の現地語で書かれたテキストを読
んで理解することが困難な外国内の旅行者を支援するために使用され得る。より一般的に
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は、本発明は、任意の２言語間の翻訳にも適用可能である。
【背景技術】
【０００４】
　本節の記述は、本開示に関連した背景情報を提供するだけであり、従来技術を構成する
ものではない。
【０００５】
　外国内の旅行者は、しばしば、レストランの名前もしくは住所、レストランのメニュー
、道路標識、本、地図、列車の時刻表、または新聞などの、外国語で書かれた何らかのテ
キストを読んで理解できる必要がある。慣例的に、旅行者は、外国語の翻訳本を使用する
か、ガイドを雇うか、または現地の人々に助けを求め得る。これらのアプローチは厄介で
あり、世界中で、外国人が彼らの第２言語として次第に英語を使うようになっても、この
言語バリアは終わりそうにない。
【０００６】
　複雑な画像処理および光学式文字認識（ＯＣＲ）ソフトウェアを使用する、翻訳装置が
知られている。ＯＣＲは、１９９０年代初めにおけるその開始以来、著しく改善されてき
て、インターネット上で使用されるが；外国人旅行者は、一般に、外国でのインターネッ
ト接続を備えたモバイル機器を有していない。従って、旅行者用の翻訳装置は、オフライ
ンで、すなわち、インターネットへの接続およびオンラインサーバーへのアクセスによっ
て提供される資源なしで、十分に機能する必要がある。
【０００７】
　モバイルカメラ装置用のオフラインＯＣＲアプリケーションは、プログラムコードのサ
イズに関してサイズ制限がある。画像処理速度およびオフラインのＯＣＲアルゴリズムに
も制限がある。モバイルカメラ装置内のプロセッサのタイプおよびメモリ資源における制
限がある。オフラインのモバイル翻訳装置は、翻訳精度および再現性の欠如にも悩まされ
る。一般に、モバイル翻訳装置は、翻訳する外国語テキストの単一の画像フレームを捕捉
するために使用される。ＯＣＲは、外国語テキストの捕捉された画像フレームに関して実
行されて、その外国語テキストを、旅行者によって読むことができる言語に翻訳する。し
かし、スマートフォンなどのハンドヘルドモバイルカメラ装置を使用した外国語テキスト
の画像捕捉中に、カメラ移動、不十分なテキスト画像のフォーカス、および不適切な外国
語テキストの照明を含む画像捕捉の問題がある。ＯＣＲは、正確で安定した外国語テキス
トの翻訳のために、明瞭に区別できるテキスト画像を必要とするため、不明瞭なテキスト
画像がＯＣＲソフトウェアの判断を誤らせ、その結果、不完全な言語翻訳を生じるであろ
う。従って、スマートフォンなどのモバイルカメラ装置用のオフライン翻訳アプリは、し
ばしば、正確で安定した翻訳を実行しないことが知られている。翻訳は、変動するか、揺
らぐか、または全く意味をなさない可能性さえある。
【０００８】
　このような理由で、翻訳において改善された速度、精度、および意味をもたらすために
、モバイルカメラ装置のための現在の翻訳技術に関連したこられの問題に対する解決策の
重要な必要性がある。外国でのより良い旅行経験を可能にするために、リアルタイムで、
言語学的文法に基づく翻訳に対する必要性がある。必要とされるものは、インターネット
接続を必要とすることなく、資源に制約のあるモバイル機器上で、外国語テキストの迅速
で意味のある翻訳をリアルタイムで行うための方法、システムおよび装置である。
【０００９】
　従って、既存の解決策の欠点を解決するために、リアルタイムで正確に、外国語を迅速
で正確に翻訳するための方法を提供することは、最高水準の技術における進歩であろう。
旅行者に意味のある情報を自動的に提供するために、インターネット接続を必要とするこ
となく、外国語をリアルタイムで翻訳できる、モバイル機器でのこの翻訳方法を提供する
ことも、最高水準の技術における進歩であろう。かかる翻訳が、費用効率が高く、翻訳者
もしくは辞書、またはテキストのモバイル機器への手入力を必要としないことは、さらに
進歩であろう。本発明の様々な実施形態が開発されたのは、こういう背景においてである
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。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の実施形態は、モバイルカメラ装置を使用して、第１の言語の１つ以上の語を第
２の言語の１つ以上の語に翻訳するための方法およびシステムを含む。
【００１１】
　それに応じて、一実施形態によれば、本発明は、モバイルカメラ装置を使用して、第１
の言語から第２の言語に翻訳するための方法であり、本方法は：（ａ）翻訳する必要のあ
る第１の言語の１つ以上の語のビデオ画像を表示するためにモバイルカメラ装置を位置付
けて、モバイルカメラ装置が、第１の言語の１つ以上の語のビデオフィードのフレームを
翻訳のために捕捉できるようにすること；（ｂ）ビデオフィードのフレームを画像処理の
ために画像処理境界ボックスの内部に適合するように切り取ること；（ｃ）ビデオフィー
ドの切り取られたフレームをメモリ装置に格納すること；（ｄ）画像処理境界ボックス内
のビデオフィードの切り取られたフレームを前処理すること；（ｅ）画像処理境界ボック
ス内のビデオフィードの前処理されたフレームに関して文字セグメント認識を実行するこ
と；（ｆ）画像処理境界ボックス内のビデオフィードの文字セグメント認識されたフレー
ムに関して認識フィードバックを用いて水平マージ（ｈｏｒｉｚｏｎｔａｌ　ｍｅｒｇｉ
ｎｇ）を実行すること；（ｇ）画像処理境界ボックス内のビデオフィードの水平マージさ
れた文字セグメント認識済みフレームに関して二値またはグレースケール文字認識を実行
すること；（ｈ）第１の言語の１つ以上の語の第２の言語の１つ以上の語への翻訳を生成
するために画像処理境界ボックス内のビデオフィードの文字認識されたフレームを処理す
ること；（ｉ）第２の言語の１つ以上の翻訳された語を、言語翻訳ビデオ画像の現在のフ
レームとしてメモリ装置内の位置に格納すること；（ｊ）画像処理境界ボックスが、言語
翻訳ビデオ画像の現在のフレームおよび以前のフレームについて、同じ第１の言語のテキ
スト文字上に継続してあることを確認すること；（ｋ）言語翻訳ビデオ画像の現在のフレ
ーム内の情報品質を、言語翻訳ビデオ画像の以前のフレーム内の情報品質と比較すること
（言語翻訳ビデオ画像の現在のフレームと言語翻訳ビデオ画像の以前のフレームの両方が
メモリ装置内に保存されている）；（ｌ）メモリ装置内のストレージから削除すべき、言
語翻訳ビデオ画像の１つ以上の低品質のフレームを選択すること；および（ｍ）第２の言
語の１つ以上の語の言語翻訳ビデオ画像の１つ以上のより高品質のフレームを表示し、同
時に、翻訳されている第１の言語の１つ以上の語のビデオ画像も表示するために、モバイ
ルカメラ装置を使用すること；の各ステップを含む。
【００１２】
　本発明の別の実施形態は、第２の言語の１つ以上の語の言語翻訳ビデオ画像の１つ以上
のより高品質のフレームをリアルタイム拡張現実で表示するための方法も含む。
【００１３】
　本発明の別の実施形態は、中国語、韓国語、日本語、ベトナム語、クメール語、ラオ語
、タイ語、英語、フランス語、スペイン語、ドイツ語、イタリア語、ポルトガル語、ロシ
ア語、ヒンディー語、ギリシャ語、ヘブライ語、およびアラビア語から成るグループから
選択された第１の言語を翻訳するための方法も含む。いくつかの実施形態では、プロセス
は、ユーザーが１つを選択する必要なく、どの言語がビデオフィード内に存在しているか
を自動検出することができる。
【００１４】
　本発明の別の実施形態は、第１の言語を第２の言語に翻訳する前に、第１の言語の方言
を第１の言語のさらに少ない数の方言に変換するための変換テーブルを使用するための方
法も含む。
【００１５】
　本発明の別の実施形態は、第１の言語を第２の言語に翻訳する前に、全ての繁体字中国
語テキスト文字を簡体字中国語テキスト文字に変換するために変換テーブルを使用するた
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めの方法も含む。
【００１６】
　本発明の別の実施形態は、中国語、韓国語、日本語、ベトナム語、クメール語、ラオ語
、タイ語、英語、フランス語、スペイン語、ドイツ語、イタリア語、ポルトガル語、ロシ
ア語、ヒンディー語、ギリシャ語、ヘブライ語、およびアラビア語から成るグループから
選択された第２の言語への翻訳を得るための方法も含む。
【００１７】
　本発明の別の実施形態は、第１の言語のビデオ画像を表示するモバイルカメラ装置上の
境界ボックスのサイズを変更することにより、第２の言語への翻訳のために、第１の言語
の単一行または第１の言語の複数行を選択するための方法も含む。
【００１８】
　本発明の別の実施形態は、モバイルカメラ装置が移動すると、翻訳を再計算することな
く、画面上の第２の言語の翻訳を自動的に移動させるための方法も含む。
【００１９】
　本発明の別の実施形態は、表示されている言語翻訳を変更することなく、モバイルカメ
ラ装置の移動を可能にするために、モバイルカメラ装置上に表示されている言語翻訳を一
時停止することも含む。
【００２０】
　本発明の別の実施形態は、第１の言語および第１の言語の第２の言語への翻訳を含む、
一時停止された言語翻訳を、後で再検討するためにメモリ装置に格納することも含む。
【００２１】
　本発明の別の実施形態は、言語翻訳ビデオ画像の現在のフレーム内の情報品質を、言語
翻訳ビデオ画像の以前のフレーム内の情報品質と比較するための方法も含み、言語翻訳ビ
デオ画像の情報品質は、第１の言語の文字列がいかにうまく翻訳されるかによって判断で
きる。
【００２２】
　本発明の別の実施形態は、画像処理境界ボックスが、言語翻訳ビデオ画像の現在のフレ
ームおよび以前のフレームについて、同じ第１の言語のテキスト文字上に継続してあるこ
とを確認するための方法も含み、本方法は：（ａ）現在の言語テキスト翻訳画像文字列内
および以前の言語翻訳画像文字列内の、類似した言語テキスト文字数をカウントすること
；ならびに（ｂ）こられの類似した言語テキスト文字のどれくらいの割合が、現在および
以前の言語翻訳画像文字列内で重複しているかを計算すること（その割合が高ければ、処
理境界ボックスが、現在および以前の言語翻訳テキスト画像について、同じ言語テキスト
上に留まっている度合いが大きい）；の各ステップを含む。
【００２３】
　本発明の別の実施形態は、翻訳されている第１の言語の１つ以上の語の発音を表示する
ための方法も含む。
【００２４】
　本発明の別の実施形態は、モバイルカメラ装置上で外国語を翻訳するためのコンピュー
タシステムであって、本システムは：第１の言語の１つ以上の語のビデオ画像を、第１の
言語テキストの翻訳のために捕捉するためのモバイルカメラ；プログラムコード；プログ
ラムコードを処理するためのプロセッサ；プログラムコードを格納するための、プロセッ
サに接続された１つ以上のメモリを含み、そのプログラムコードは、プロセッサによって
実行される際に、プロセッサにプロセスを実行させ、プロセスは：（ａ）翻訳する必要の
ある第１の言語の１つ以上の語のビデオ画像を表示するためにモバイルカメラ装置を位置
付けて、モバイルカメラ装置が、第１の言語の１つ以上の語のビデオフィードのフレーム
を翻訳のために捕捉できるようにすること；（ｂ）ビデオフィードのフレームを、画像処
理のために画像処理境界ボックスの内部に適合するように切り取ること；（ｃ）ビデオフ
ィードの切り取られたフレームをメモリ装置に格納すること；（ｄ）画像処理境界ボック
ス内のビデオフィードの切り取られたフレームを前処理すること；（ｅ）画像処理境界ボ
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ックス内のビデオフィードの前処理されたフレームに関して文字セグメント認識を実行す
ること；（ｆ）画像処理境界ボックス内のビデオフィードの文字セグメント認識されたフ
レームに関して認識フィードバックを用いて水平マージを実行すること；（ｇ）画像処理
境界ボックス内のビデオフィードの水平マージされた文字セグメント認識済みフレームに
関して二値またはグレースケール文字認識を実行すること；（ｈ）第１の言語の１つ以上
の語の第２の言語の１つ以上の語への翻訳を生成するために画像処理境界ボックス内のビ
デオフィードの文字認識されたフレームを処理すること；（ｉ）第２の言語の１つ以上の
翻訳された語を、言語翻訳ビデオ画像の現在のフレームとしてメモリ装置内の位置に格納
すること；（ｊ）画像処理境界ボックスが、言語翻訳ビデオ画像の現在のフレームおよび
以前のフレームについて、同じ第１の言語テキスト文字上に継続してあることを確認する
こと；（ｋ）言語翻訳ビデオ画像の現在のフレーム内の情報品質を、言語翻訳ビデオ画像
の以前のフレーム内の情報品質と比較すること（言語翻訳ビデオ画像の現在のフレームと
言語翻訳ビデオ画像の以前のフレームの両方がメモリ装置内に保存されている）；（ｌ）
メモリ装置内のストレージから削除すべき、言語翻訳ビデオ画像の１つ以上の低品質のフ
レームを選択すること；および（ｍ）第２の言語の１つ以上の語の言語翻訳ビデオ画像の
１つ以上のより高品質のフレームを表示し、同時に、翻訳されている第１の言語の１つ以
上の語のビデオ画像も表示するために、モバイルカメラ装置を使用すること；の各ステッ
プを含む。
【発明の効果】
【００２５】
　本発明は、実行され得る本発明の他の方法を含む、関連したシステム実施形態も含む。
かかるシステムは、モバイルカメラ装置に内蔵されたコンピュータシステムとして実装さ
れ得る。本発明の様々な実施形態の他の特徴および利点は、添付の図に例示されるように
、本発明の実施形態の以下のさらに具体的な記述からさらに明らかであろう。
【００２６】
　前述の概要は、本発明の好ましい実施形態の以下の詳細な記述に加えて、添付の図と併
せて読むと、より良く理解されるであろう。本発明の例示を目的として、現在好ましい実
施形態が図に示されている。しかし、本発明は、示されている詳細な構成および手段に制
限されないことが理解されるべきである。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１Ａ】本発明の一実施形態に従って、言語の単一行を翻訳するためのプロセスの流れ
図のプロセスステップ１００～１２０を示す。
【図１Ｂ】本発明の一実施形態に従って、言語の単一行を翻訳するための図１Ａのプロセ
スの流れ図のプロセスステップ１２２～１３６を示す。
【図２Ａ】本発明の一実施形態に従って、ビデオフィードの切り取られたフレームを前処
理するためのプロセスの流れ図を示す。
【図２Ｂ】本発明の一実施形態に従って、文字セグメント認識を実行するためのプロセス
の流れ図を示す。
【図２Ｃ】本発明の一実施形態に従って、水平マージされた文字セグメント認識済みフレ
ームに関して二値文字認識を実行するためのプロセスの流れ図を示す。
【図３Ａ】本発明の一実施形態に従って、言語の複数行を翻訳するためのプロセスの流れ
図のプロセスステップ３０２～３１８を示す。
【図３Ｂ】本発明の一実施形態に従って、言語の複数行を翻訳するための図３Ａからのプ
ロセスの流れ図のプロセスステップ３５２～３８２を示す。
【図４】本発明の一実施形態に従い、図３Ｂのブロック３６８および３７６におけるサブ
ルーチンとしての、画像処理境界ボックス内のビデオフィードの切り取られたフレームの
複数行認識のためのプロセスの流れ図を示す。
【図５Ａ】本発明の一実施形態に従った、明るい背景と暗いテキストをもつ二値画像の複
数行認識のため、および暗い背景と明るいテキストをもつ二値画像の複数行認識のための
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プロセスの流れ図を示す。
【図５Ｂ】本発明の一実施形態に従い、明るい背景と暗いテキストをもつ二値画像に関し
てサブルーチンとしての複数行認識のため、および暗い背景と明るいテキストをもつ二値
画像に関する認識のための、代替プロセスの流れ図を示す。
【図６Ａ】本発明の一実施形態に従い、重複する文字のある二値画像タイプに関して認識
の後、複数行テキスト取消しを実行するためのプロセスの流れ図のプロセスステップ６０
２～６１２を示す。
【図６Ｂ】本発明の一実施形態に従い、重複する文字のある二値画像タイプに関して認識
の後、テキスト取消しを実行するための図６Ａのプロセスの流れ図のプロセスステップ６
５２～６６０を示す。
【図７Ａ】本発明の一実施形態に従い、各二値閾値タイプに対して複数行テキストグルー
プ化を実行するためのプロセスの流れ図のプロセスステップ７０２～７２２を示す。
【図７Ｂ】本発明の一実施形態に従い、各二値閾値タイプに対して複数行テキストグルー
プ化を実行するための図７Ａのプロセスの流れ図のプロセスステップ７５２～７８４を示
す。
【図８】本発明の一実施形態に従い、複数行言語翻訳および単一行言語翻訳を必要とする
中国語文字で書かれた例示的な中国レストランのメニューを示す。
【図９】本発明の一実施形態に従い、境界ボックスの下部にあるタブアイコンを指先で触
れて、指先を下方にスライドすることにより、境界ボックスのサイズを拡大するために使
用されているモバイルカメラ装置のユーザーインタフェースの一例を示す。
【図１０】本発明の一実施形態に従い、図９で示された動作の結果の一例を示し、境界ボ
ックスのサイズが、図９と比較して図１０で拡大されている。
【図１１】本発明の一実施形態に従い、境界ボックス内に第１の言語の中国語文字のアル
ゴリズム生成された文字を表示し、境界ボックスの下に、第１の言語の中国語文字の第２
の言語への翻訳を表示している、モバイルカメラ装置のユーザーインタフェースの一例を
示す。
【図１２】本発明の一実施形態に従い、境界ボックスの内部に、中国語文字（フェードさ
れた）の翻訳の複数行を英語の翻訳（太字）とともに表示するモバイルカメラ装置のユー
ザーインタフェースの一例を示す。
【図１３】ユーザーが本発明の一実施形態を実施する場合のように、第１の言語の中国語
文字がより容易に見られる、図１２の一部を示す。
【図１４】本発明の別の実施形態に従って、第１の言語の中国語文字の発音を表示してい
る、図１２の一部を示す。
【図１５】スマートフォンおよびウェアラブルコンピュータを含む、本発明の実施形態を
利用し得る、様々な代替エンドユーザー装置を示す。
【発明を実施するための形態】
【００２８】
　本発明は、一実施形態では、第１の言語の第２の言語への翻訳をリアルタイムで提供す
るためにモバイルカメラ装置を使用するための方法およびシステムである。本発明は、一
実施形態では、スマートフォン上で動作するアプリケーションであり、ある言語で印刷さ
れたオブジェクトテキストに焦点を合わせるためにスマートフォンのカメラ要素およびソ
フトウェアを使用し、そのテキストが次いで、スマートフォンのディスプレイ内で見られ
て、ある言語のオブジェクトテキストを別の言語に翻訳し得る。翻訳されたテキストが、
同じディスプレイ内で、オブジェクトテキストの表示に隣接して、ユーザーに対して表示
される。一実施態様では、翻訳されたテキストは、表示されたオブジェクトテキストの上
に浮くように見える。代替実施形態では、本発明は、スマートフォン以外のデジタル装置
上で動作し得る。例えば、いくつかの実施形態は、ｉＰａｄ、ラップトップコンピュータ
、および他のコンピュータ制御の器具に適合し得る。一実施形態では、デジタル装置は、
コンピュータ制御の眼鏡であり得、眼鏡の着用者は、ある言語でテキストを見ながら、元
のテキストに近接して重ねられた別の言語でテキストを見得る。いくつかの実施形態では
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、機能は、デジタル装置に完全にローカルであり得、装置は、本発明の実施形態をオフラ
インで実施するように動作し得る。他の実施形態では、本発明を実施可能なデジタル装置
は、オンラインサーバーとのデータ接続をオープンし得、何らかの機能がオンラインサー
バーにおけるソフトウェアおよびデータによって提供され得る。
【００２９】
　第１の言語の１つ以上の行が翻訳のために選択されている場合、本発明の処理システム
は、選択された第１の言語のテキストに焦点を合わせる。これは、ユーザーが、翻訳され
る第１の言語テキストのモバイルカメラのターゲットボックスビューをさらに容易に位置
付けるのを可能にする。いくつかの実施形態では、ターゲットボックス内の第１の言語テ
キストの焦点合わせは自動プロセスである。モバイルカメラ装置の位置をタップすること
を含む、追加の焦点合わせ方法が随意にあり得る。いくつかの実施形態では、第１の言語
のテキストを照らすために光源が使用されて、その焦点合わせ、処理、および翻訳を支援
する。いくつかの実施形態では、選択されたテキストをターゲットボックスに適合するよ
うに縮小できる、ディスプレイ上での縮小のためのズーム制御がある。ズームは、ターゲ
ットボックス内のテキストを、テキスト処理に必要な最小平均サイズまで拡大して、翻訳
につなげるためにも使用され得る。一旦、第１の言語のテキストがターゲットボックス内
に置かれると、テキストは、処理および第２の言語テキストへの翻訳のために利用可能に
される。モバイルカメラ装置の境界ボックス内に表示される第１の言語の単語が、第２の
言語に翻訳される単語である。
【００３０】
　いくつかの実施形態では、ターゲットボックスは、第１の言語テキストの単一行を含む
ようにサイズ調整される。この場合、第２の言語テキストへの翻訳は、ターゲットボック
スの外側に表示される。別の実施形態では、ユーザーインタフェースは、第１の言語テキ
ストの発音を表示する。境界ボックス内の第１の言語の画像が暗すぎる場合、モバイルカ
メラ装置上のライト、または別の照明源が、より良い翻訳を実行するために使用できる。
【００３１】
　本発明の方法およびシステムは、正確で、変動の少ない翻訳を作成する高レベルのアル
ゴリズム処理を有する。本発明の実施において含まれ得る第１および第２の言語の予期さ
れる例は、中国語、韓国語、日本語、ベトナム語、クメール語、ラオ語、タイ語、英語、
フランス語、スペイン語、ドイツ語、イタリア語、ポルトガル語、ロシア語、ヒンディー
語、ギリシャ語、ヘブライ語、およびアラビア語から成るグループから選択された言語を
含む。本発明の実施において含まれる好ましい言語は、アジアの言語、とりわけ中国語、
韓国語、および日本語を翻訳することを含む。本発明の特に好ましい実施は、中国語を英
語に翻訳するための方法およびシステムを伴う。ここにリストされていない他の人間の言
語も、当業者によって認識され得るように、本発明の範囲内であると考えられる。
【００３２】
　本発明のいくつかの実施形態に対して、翻訳処理のためのコンテキスト情報が、翻訳処
理速度に影響を及ぼさない程度まで、使用される。例えば、食べ物の翻訳の場合には、食
べ物に関する用語が、翻訳において間違った連結を防ぐために、近くの接頭辞または接尾
辞を一緒にまとめることができるように要素を抽出することにより、まとめられ得る。本
発明のアルゴリズムは、いくつかの実施形態では、文字列が食料品と判断される場合、食
べ物の用語ではない単一文字の翻訳を回避する。かかるプログラミングは、ＯＣＲ結果の
特質により、単一文字が間違っているかも知れない可能性を制御する。複数文字の単語は
、間違っている可能性がはるかに低い。第１の言語における１つの単語は、その単語が使
用されるコンテキストのため、とりわけ、その単語が第１の言語において複数の意味を有
する場合、または第２の言語への翻訳の流動性のために、第２の言語において複数の翻訳
を有し得る。１つの好ましい実施形態では、本発明プロセスは、食べ物の翻訳に重点を置
き、次いで、標識および旅行翻訳に重点を置く。
【００３３】
　以下の記述では、説明のために、多数の具体的詳細が、本発明の完全な理解を提供する



(9) JP 6317772 B2 2018.4.25

10

20

30

40

50

ために記載されている。しかし、当業者には、本発明はこれらの具体的詳細なしで実施で
きることが明らかであろう。他の場合には、本発明を曖昧にするのを避けるために、構造
、装置、活動、および方法が、略図、使用事例、および／またはフロー図を使用して示さ
れている。
【００３４】
　本明細書内での「１つの実施形態」または「一実施形態」への参照は、実施形態に関連
して記述される特定の特徴、構造、または特性が、本発明の少なくとも１つの実施形態内
に含まれることを意味する。本明細書の様々な場所で使用される句「一実施形態では」は
、必ずしも、全て同じ実施形態を参照しているとは限らず、また、他の実施形態と相互に
排他的な別個または代替実施形態でもない。その上、いくつかの実施形態によって示され
得るが、他によっては示されない、様々な特徴が記述される。同様に、いくつかの実施形
態に対する要件であり得るが、他の実施形態に対する要件ではない、様々な要件が記述さ
れる。
【００３５】
　以下の記述は、例示を目的として多数の詳細を含むが、当業者は、提案された詳細に対
する多数の変形および／または代替は、本発明の範囲内であることを理解するであろう。
同様に、本発明の特徴の多くは、相互に関して、または相互に組み合わせて、説明される
が、当業者は、これらの特徴の多くは、他の特徴とは関係なく提供できることを理解する
であろう。それに応じて、本発明の本記述は、本発明に対して、いかなる一般性も失うこ
となく、また本発明に制限を課すことなく、記載される。
【００３６】
　定義
　本明細書では、用語「第１の言語」は、本発明の一実施形態を使用して、モバイルカメ
ラ装置によって翻訳される言語を指す。翻訳される第１の言語の単語または複数の単語は
、翻訳が生じ得る前に、モバイルカメラ装置のターゲットボックス内に焦点が合って現れ
る必要がある。
【００３７】
　本明細書では、用語「第２の言語」は、本発明の一実施形態を使用して、翻訳がモバイ
ルカメラ装置によって表示される言語を意味する。第２の言語での翻訳は、拡張現実画像
としてモバイルカメラ装置上に表示される。
【００３８】
　本明細書では、用語「翻訳」は、言語の翻訳、より具体的には、第１の言語テキストか
ら第２の言語テキストへの翻訳を伴う、言語テキストの翻訳を指す。このコンテキストで
、用語「翻訳」は、第１の言語の単語テキストを、同じ意味を有する第２の言語の単語テ
キストにするためのプロセスを意味する。前述したように、第１の言語の単語、または句
が、レストランメニュー、本、列車の時刻表、道路標識、店舗の看板、および同様のもの
の印刷された単語を含む、様々な場所および形態で、本発明のユーザーの前に出現し得る
。第２の言語のテキスト伝達が、図１１～図１４に示すように、モバイルカメラ装置のデ
ィスプレイ上でユーザーによって読まれ得る。
【００３９】
　本明細書では、「拡張現実」は、ウェアラブルコンピュータまたはスマートフォンなど
のハンドヘルド装置の使用を通したコンピュータ介在現実（ｃｏｍｐｕｔｅｒ－ｍｅｄｉ
ａｔｅｄ　ｒｅａｌｉｔｙ）を意味し、コンピュータは、人の現実認識に情報を追加する
か、もしくは情報を差し引くか、または他の方法で人の現実認識を操作するために使用さ
れる。通常、介在されるのは、ユーザーによる環境の視覚認識である。これは、現実の世
界とユーザーが認識するものとの間で視覚フィルタとして機能できる、スマートフォンな
どの、ある種の電子装置の使用を通して行われる。ウェアラブルコンピュータの例は、Ｇ
ＯＯＧＬＥ　ＧＬＡＳＳ（商標）および同様のものを含む。
【００４０】
　本明細書では、用語「ターゲットボックス」は、モバイルカメラ装置のユーザーインタ
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フェース上のビューファインダーボックスである。ターゲットボックスの高さは、図１１
にターゲットボックス１１０４で示すように、第１の言語のテキストの単一行のみを表示
して翻訳するのを可能にするように設定できる。ターゲットボックスの高さは、図１３に
ターゲットボックス１３０６で示すように、第１の言語のテキストの複数行を表示して翻
訳するのを可能にするように拡張できる。本発明は、ターゲットボックス内に出現する第
１の言語の単語を翻訳のために処理する。
【００４１】
　本発明は、言語テキスト翻訳をリアルタイムで実行できる。本明細書では、「リアルタ
イム」は、リアルタイム、またはほぼリアルタイムで、を意味し、ユーザーは、著しい時
間遅延なしで、翻訳を見ることができる。リアルタイムは、必ずしも、数学的または物理
的な意味での即時を意味するのではなく、ユーザーの前に即座に現れるだけである。
【００４２】
　本明細書では、「文字」は、字（ｌｅｔｔｅｒ）、複数の字、単語、複数の単語、文字
（ｃｈａｒａｃｔｅｒ）、複数の文字、文字セット、複数の文字セット、または言語テキ
ストに関連する任意の他の用語として、視覚的に認識され得る、第１の言語テキストの従
来型のテキスト特徴を意味する。
【００４３】
　本明細書では、「ビデオフィード」は、ビデオ画像のフレームを意味する。
【００４４】
　本明細書では、「モバイルカメラ装置」は、プロセッサ、メモリ装置、およびプログラ
ムコード（アプリケーション）を用いてシステムとして、および本発明を使用するための
方法を達成するために機能するカメラを有する携帯型ハードウェア装置を意味する。
【００４５】
　本明細書では、「格納されたフレーム」は、ビデオカメラからの複数の捕捉された画像
（すなわち、フレーム）のメモリ装置内に保存されたデジタル情報を意味する。
【００４６】
　本明細書では、「グレースケール」は、各画素の値が、単一サンプルである、すなわち
、光度情報のみを保持する、画像である、グレースケールまたはグレースケール二値画像
を意味する。また、この種の画像は、白黒として知られており、最も弱い輝度の黒から最
も強い輝度の白まで変動する、グレーの色調から構成されるとして知られている。
【００４７】
　本明細書では、「カラースケール」は、コンピューティング装置上で使用され得る画像
カラースケールを意味する。パーソナルコンピュータは、通常、２４ビットの色深度を有
することが知られているが、色深度は、装置の機能によって異なるであろう。
【００４８】
　本明細書では、「翻訳エンジン」は、プログラムコードを格納するメモリ装置を備えた
プロセッサを伴うシステムを意味し、プロセッサは、翻訳を実行するプログラムを実行す
るためのプログラムコードを実行する。
【００４９】
　本明細書では、「連結成分分析（ＣＣＡ）」は、画像をそのセグメントに分割するため
に、画像処理アプリケーションで使用される分析を意味する。画像は、連結された成分の
セットから成るセグメントを有し、連結された成分は、全て黒または全て白のいずれかで
ある画素フィールドを有する画像内の領域である。連結された成分では、画素フィールド
は境界によって分離されていない。
【００５０】
　本明細書では、「ノイズ除去」は、全て黒または全て白のいずれかである画素フィール
ドを含む、連結された成分と何の関係もないランダムな画素を除去することを意味する。
このノイズ除去は、連結成分分析に続いて起こり、連結成分分析は、全て黒または全て白
のいずれかである画素フィールドを識別する。
【００５１】
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　本明細書では、「現在のフレーム」は、２つの処理されたビデオ画像フレームのうちの
２番目であり、最も直前に翻訳されたビデオフレームである、処理されたビデオ画像フレ
ームを意味する。
【００５２】
　本明細書では、「以前のフレーム」は、２つの処理されたビデオ画像フレームのうちの
１番目であり、処理されている現在のフレームとしてメモリ装置内に格納されたビデオフ
レームである、処理されたビデオ画像フレームを意味する。
【００５３】
　本明細書では、「情報品質」は、翻訳される第１の言語テキスト内の単語数に関して、
翻訳として第２の言語テキスト内に出現する単語の評価を指す。
【００５４】
　本明細書では、「低品質フレーム」は、翻訳される第１の言語テキスト内の単語数に関
して、翻訳として第２の言語テキスト内に出現する単語の低い評価を意味する。
【００５５】
　本明細書では、「高品質フレーム」は、翻訳される第１の言語テキスト内の単語数に関
して、翻訳として第２の言語テキスト内に出現する単語の高い評価を意味する。
【００５６】
　本明細書では、「画像文字列」は、本発明のプロセスを通じて、第１の言語テキストの
ビデオフレーム画像の一節を意味する。
【００５７】
　本明細書では、「空白文字列」は、第２の言語テキスト翻訳をもたらさない、本発明の
アルゴリズムを通じて、第１の言語テキストのビデオフレーム画像の一節を意味する。
【００５８】
　本明細書では、「水平方向に重複する」は、２つの別個のテキストプレカーソル（ｔｅ
ｘｔ　ｐｒｅｃｕｒｓｏｒ）が、ビデオ画像フレームの中心水平線に関して、異なる垂直
座標を有するが、共通の水平座標を有する部分を有することを意味する。
【００５９】
　本明細書では、「垂直方向にマージする」は、水平方向に重複しているテキストプレカ
ーソルを結合することを意味する。
【００６０】
　本明細書では、「翻訳テキスト」は、１つの単語、複数の単語、１つの言語文字、複数
の言語文字、１つの文字セット、または複数の文字セットとして存在する第２の言語のコ
ンテンツを指す。第２の言語のコンテンツは、モバイルカメラ装置上に拡張現実画像テキ
ストとして表示される。
【００６１】
　本明細書では、「繁体字中国語文字」は、より多くの字画数を含み得、ほとんどの外国
人が簡体字中国語と区別できない、中国語文字の一形式を意味する。
【００６２】
　本明細書では、「簡体字中国語文字」は、翻訳のプロセスステップで、本発明によって
使用される中国語文字の形式を指す。本発明は、繁体字中国語文字であり得る第１の言語
テキストから認識された全ての中国語文字をそれらの対応する簡体字中国語文字に変換し
て、翻訳のステップ中にソートする必要のある中国語文字の数を少なくとも半分に減らす
。
【００６３】
　本明細書では、「変形変換」は、翻訳を行う前に、全ての中国語文字を簡体字中国語文
字に変換することを意味する。本発明のために、第１の言語の第２の言語への翻訳中に検
索される必要のあり得る辞書のサイズを半分にするために変換テーブルが作成され、その
結果、翻訳速度が２倍になるであろう。また、繁体字中国語文字の簡体字中国語文字への
変換、次いで簡体字中国語文字の第２の言語テキストへの変換は、両方の形式の中国語を
直接第２の言語テキストに変換するよりも正確であり得る。
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【００６４】
　本明細書では、「アスペクト比」は、高さと横幅との間の比を意味する。中国語文字は
ほぼ正方形であるので、中国語文字のアスペクト比は通常、１に近い。
【００６５】
　本明細書では、「平均文字サイズ」は、テキスト文字の大部分が、第２の言語への翻訳
前に有するサイズとして推定され得る。このサイズは、文字の寸法（高さおよび水平方向
の長さ）、および面積（高さ×水平方向の長さ）に関して推定できる。
【００６６】
　本明細書では、「正規化」は、画像処理の分野に関し、正規化は、同じクラスの画像の
変形を削減するため、画像の形状を固定サイズに調整するために使用される。正規化プロ
セスは、同じ一定寸法を作成するのに役立ち得、そのため、異なる条件下の２つの画像が
同じ特長を有する。
【００６７】
　本明細書では、「特徴抽出」は、入力データを特徴のセットに変換することを意味する
。これは、アルゴリズムに対する入力データが大きい場合に有用である。次いで、入力デ
ータは、削減された特徴の代表となるセットに変換されるであろう。特徴セットは、ビデ
オストリームの様々な特徴を検出して分離するために、関連情報を入力データから抽出し
て、本発明のアルゴリズム内で満足のいくように実行できる。
【００６８】
　本明細書では、「次元縮退」は、分類の前に、特徴の数をさらに管理可能な数に減らす
ためのパターン認識処理を指す。
【００６９】
　本明細書では、「クラスタリングでの分類」は、いくつかのタイプの凝縮型階層的クラ
スタリングを実行することを意味する。このプロセスは、クラスタのペアを見つけること
により機能して、経路が相互に類似したクラスのペアで終了するまで、クラスタの分類グ
ラフ内の経路に従うことにより統合する。
【００７０】
　本明細書では、「翻訳スコア」は、より多くの単語が翻訳されたことを意味する、より
良い翻訳を表す数学関数を指す。
【００７１】
　単一行翻訳実施形態の詳細な説明
　図は本発明の実施形態のためのプロセス例を提供するのに過ぎない。アルゴリズム例は
、第１の言語が中国語で、英語への翻訳である場合に有用な翻訳プロセスを対象とするが
、本発明人は、任意の２言語間での両方向への翻訳を予期する。図１Ａおよび図１Ｂは、
本発明の一実施形態に従い、第１の言語の単一行を第２の言語に翻訳するために、ビデオ
モードで実行するアルゴリズムまたはプロセスの流れ図１５０を示す。図１Ａで、プロセ
ス１５０はステップ１００から始まる。プロセス１５０はビデオモードで実行する。プロ
セスが終了するたびに、プロセスはトップに戻って、新しいフレームをビデオから捕捉し
て、再度プロセスを実行する。このプロセスは、認識された処理文字列（ｐｒｏｃｅｓｓ
　ｓｔｒｉｎｇ）を作成して、対応する翻訳がモバイルカメラ装置のディスプレイ画面上
に現れる。ステップ１０２で、本発明のモバイルカメラ装置のディスプレイ上の画像に焦
点が合っているかを判断するために、プロセスによって判断が実行される。プロセスは、
ユーザー装置上のカメラがオートフォーカス機能を操作するのを可能にする。カメラが焦
点を合わせている間、プロセスは、カメラが焦点合わせを終了するまで、いかなる処理も
行うことなく、ステップ１０２を繰り返してチェックする。次いで、プロセスはステップ
１０４に進んで、処理を行う。カメラは、時々、既に焦点が合っていると考え得るため、
焦点を合わせようとすることなく、ぼやけた画像を処理する。その結果、プロセスは、ユ
ーザーがそれに再度焦点を合わせるようにさせるための、タップしてフォーカス（ｔａｐ
－ｔｏ－ｆｏｃｕｓ）機能を提供する。ステップ１０４で、プロセスは、ユーザーが、翻
訳するためにテキストの単一行またはテキストの複数行を選択しているかを判断する。ユ
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ーザーが複数行を選択している場合には、プロセスはステップ１０６に進み、そこで、図
３で説明する複数行翻訳プロセスが呼ばれ；そうでない場合、プロセスは単一行翻訳に進
む。
【００７２】
　ステップ１０８で、プロセスは、ユーザーによって選択された画像処理境界ボックスか
ら画像を切り取る。画像を切り取ることは、文字を強調するために、境界ボックス内の第
１の言語文字の画像の外側部分を取り除くことを指す。ステップ１１０で、図２Ａに関し
て以下で説明するように、文字検出のための前処理が生じる。ステップ１１２で、前処理
によって、テキスト文字を示唆する何らかの予備的なテキスト情報があることを示し得る
テキストプレカーソルが明らかにされているか否かの判断が行われる。ステップ１１０で
テキストプレカーソルに対する指標がない場合、プロセスは、ステップ１１４で、黒いボ
ックスを示して、リセットするか、または、同様のものを示して、開始ステップ１００に
戻る。
【００７３】
　テキストプレカーソルがステップ１１２で識別されている場合、ステップ１１６のプロ
セスは、以下の図２Ｂでさらに詳細に説明するように、文字セグメント認識を実行する。
ステップ１１８で、プロセスは、以前のステップで認識された文字が小さすぎるかを判断
する。認識された文字が小さすぎるとプロセスが判断する場合、プロセスは、ステップ１
２０に進み、そこで、「拡大するか、または近づいてください」または同様のメッセージ
をユーザーに表示して、プロセスは開始ステップ１００に戻る。ステップ１１８で、認識
された文字が十分に大きいと判断される場合には、プロセスは、図１Ｂのステップ１２２
に進む。ステップ１２２で、プロセスは、非中国語文字を除去してステップ１２４に進み
、そこで、処理文字列内に翻訳の対象となる言語文字が見つからないことを意味する、処
理文字列が空白であるかに関して判断が行われて、プロセスはステップ１２６に進み、そ
こで、「画像が不明瞭」、「フラッシュを使用してください」、または同様のメッセージ
がユーザーに対して表示される。プロセスは、次いで、ステップ１２６から、プロセス１
５０の初めの開始ステップ１００に戻る。
【００７４】
　ステップ１２４の判断で、文字が見つかっていることを示している場合、プロセスはス
テップ１３０に進み、そこで、プロセスは変形変換を実行する。ステップ１３０での変形
変換は、繁体字中国語文字を簡体字中国語文字に変換することにより、辞書内の用語数を
減らす。全ての中国語文字を簡体字中国語文字に変換することは、時々、翻訳すべき中国
語テキストが簡体字および繁体字中国語文字の組合せであるために実行される。繁体字を
簡体字に変換することは、簡体字を繁体字に変換することよりもずっと簡単である。ほと
んどの外国人は、簡体字と繁体字中国語文字を区別できない。ステップ１３０のプロセス
は、ステップ１３２の文字の翻訳処理でスキャンする必要のある中国語文字辞書のサイズ
を減らす。処理およびメモリ容量が、いくつかのモバイルカメラ装置に対する処理速度制
限であり得るので、小さい中英辞書は、大幅に処理量を減らし、従って、モバイルカメラ
装置内の単一行アルゴリズムの処理速度を向上させる。ステップ１３２で、プロセスは、
簡体字中国語文字を英単語に翻訳するために、光学式文字認識（ＯＣＲ）プロセスからの
結果を使用する。ステップ１３２の翻訳プロセスが完了すると、プロセスはステップ１３
４に進む。
【００７５】
　ステップ１３４で、プロセスは、画像処理境界ボックスが、以前の文字列と比べて現在
の文字列内の同じテキスト上に留まっているかをチェックする。［ステップ１３４のプロ
セスは：ａ）現在の文字列内の文字特徴の類似点を、重複について、以前の処理文字列内
の文字特徴と比較すること、またはｂ）現在の画像および以前の画像の安定性をチェック
するためのトラッキング方法、のいずれかのプロセスによってこれをチェックする］。ス
テップ１３４のプロセスは、境界ボックスが同じテキスト上に留まっていることを確認す
るために、一致した文字数が総文字数に対して十分に多いかを計算する。プロセスは１３
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４からステップ１３６に進み、そこで、現在の翻訳が以前の翻訳と比較される。より良い
翻訳が保存されて、劣った翻訳がステップ１３６でプロセスによって削除される。流れ図
１５０が処理文字列を終えるたびに、プロセスは、流れ図１５０の初めに戻って、新しい
フレームをビデオから捕捉する。このプロセスは、認識された文字列を生成して、対応す
る翻訳が、モバイルカメラ装置のディスプレイ上に示される。
【００７６】
　図２Ａは、ステップ２０２から始まる文字認識のための前処理に対する流れ図を示す。
ステップ２０２で、切り取られたグレースケール画像がプロセスステップ１１０から入力
されている。ステップ２０２はステップ２０６に進み、そこで、切り取られたグレースケ
ール画像が固定サイズにアップサンプルされ、次いで、プロセスはステップ２０８に進む
。
【００７７】
　ステップ２０８で、プロセスは、グレースケール画像の二値化における閾値タイプの判
断を実行する。テキストおよび背景の輝度値が、閾値タイプが明るいプレカーソル文字を
もつ暗い背景か、または暗いプレカーソル文字をもつ明るい背景かを判断するために利用
される。閾値タイプを判断するために、プロセスは、各行内の画素の輝度値を判断する。
プロセスは、次いで、輝度値の線形結合を比較して、閾値タイプを判断する。二値化にお
ける閾値タイプを判断した後、ステップ２０８のプロセスは、次いで、適応閾値二値化処
理に進んで、画像の領域上の照明状態における変化、例えば、強い照明または影の結果と
して生じるもの、を制御するために、テキストおよび背景の輝度値を比較する。二値化お
よび二値化プロセスおける閾値タイプを判断した後、プロセスはステップ２１０に進む。
【００７８】
　図２Ａでの処理およびそれ以後に対して、本発明の代替実施形態として、ステップ１１
０からの切り取られた画像の処理が、グレースケールではなくカラースケールであり得る
。モバイルカメラ装置のユーザーインタフェース上の英語に翻訳された単語が、赤、オレ
ンジ、黄、緑、青、ピンク、紫、および任意の他の色の組合せから成るグループから選択
されたフォント色で提示され得る。
【００７９】
　ステップ２１０で、処理文字列の二値化画像をそのセグメントに分割するために連結成
分分析（ＣＣＡ）が実行される。連結された成分は、全て黒または全て白のいずれかの画
素のフィールドを有する。プロセスが連結成分分析（ＣＣＡ）を完了した後、プロセスは
ステップ２１２に進む。ステップ２１２で、プロセスは、連結成分のサイズおよび形状情
報を検査することにより、画素の個々の小さいクラスタを除去することにより二値化され
た連結成分をノイズ除去し、次いで、プロセスは、ステップ２１４に進み、そこで流れ図
２００のプロセスが終了して処理文字列を図１Ａのステップ１１２に返す。
【００８０】
　図２Ｂは、流れ図２００の続きであり、図２Ｂのプロセスは、ステップ２１６で文字セ
グメント認識のプロセスを開始する。プロセスはステップ２１８に進み、そこで、テキス
トプレカーソル情報がメモリ装置に格納される。ステップ２１８から、プロセスは、次い
で、ステップ２２０に進んで、水平方向に重複しているテキストプレカーソルを識別して
結合することにより、垂直マージ（ｖｅｒｔｉｃａｌ　ｍｅｒｇｉｎｇ）を実行する。水
平方向に重複しているテキストプレカーソルは、画像フレームの中心水平線に関して、異
なる垂直座標をもつ部分を有するが、共通の水平座標を共有する、別個のテキストプレカ
ーソルである。この場合、重複している水平座標を有していない、近接しているが、別個
のテキストプレカーソルは、この段階では同じ中国語テキスト文字の副次成分として処理
されないであろう。テキストプレカーソルの垂直マージのプロセスの後、プロセスはステ
ップ２２２に進んで、単一行内で処理されているテキストプレカーソルの明らかな単一行
に対する外れ値であるアーチファクトのテキストプレカーソルを除外する。
【００８１】
　プロセスステップ２２２で、処理は、単一行の中国語テキストの３つの共通特性によっ
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て誘導される。第１に、中国語テキスト文字は、文字内の全てのセグメント部分の外側縁
において正方形のようなアスペクト比を有する。第２に、中国語テキスト文字は、同様の
垂直方向の高さを有する。第３に、中国語文字の単一行は、常に、文字の真っ直ぐな単一
行であり、そのため、テキストの単一行内に別の中国語文字よりも高い中国語文字はない
。従って、単一行としてのステップ２２２のプロセスは、中国語テキストの単一行を、中
心水平線から延びる領域の外側のテキストプレカーソルについて、任意のデータを削除す
るための処理で処理し、この領域では、あらゆる行が、現在の画像文字列内の少なくとも
１つのテキストプレカーソルに重なる。その結果、プロセスが、ステップ２２２で、画像
フレームの中心水平線から垂直方向に延びる領域の外側のアーチファクトのテキストプレ
カーソルを除去した後、プロセスはステップ２２４に進む。ステップ２２４で、プロセス
は、テキスト文字を左から右への順番でソートし、次いで、プロセスはステップ２２６に
進み、そこで、中国語文字は全体として四角い箱の形状を有すると仮定して、文字サイズ
が検査される。ステップ２２６から、プロセスは、判断ステップ２２８に進み、そこで、
プロセスは、平均文字サイズが小さいかを判断する。プロセスがステップ２２８で、平均
文字サイズが小さすぎると判断すると、プロセスは文字セグメント認識を終了して、図１
Ａの流れ図１５０のステップ１２０に戻る。プロセスがステップ２２８で、平均文字サイ
ズが小さすぎないと判断する場合には、プロセスはステップ２３０に進む。
【００８２】
　ステップ２３０で、プロセスは、ステップ２２８からの二値化された垂直マージ済みテ
キストプレカーソルに関する文字認識フィードバックを使用した水平マージでの処理を実
行する。水平マージプロセスは、単一行内の左端のテキストプレカーソルについて始まる
。プロセスは、テキストプレカーソル全体でのテキストの組合せについて境界ボックス形
状をチェックして、それらの各々に対する形状スコアを取得する。画像処理境界ボックス
が言語プロファイルに適合するアスペクト比を有する場合、組合せの距離スコアを判断す
るために、組合せが、図２Ｃ（以下で説明する）に示される文字認識フィードバックプロ
セス内で処理される。プロセスは、最高の形状スコアおよび距離スコアを有するテキスト
プレカーソルの最善の組合せを選択して、この「オブジェクト」を除外し、次いで、単一
行の画像文字列内で右端のオブジェクトがなくなるまで、最も近い右側のオブジェクトに
ついて文字認識フィードバック処理を用いて水平マージを繰り返す。統合された形状およ
び距離スコアのいずれも文字であると十分に確信しない場合、１つのオブジェクトだけが
除外される。多くの中国語文字は、いくつかの他の文字から成り、そのため、文字自体お
よびその副次成分の距離スコアが類似している場合、形状情報を使用すると、処理が最も
可能性の高い文字を見つけるのに役立つ。これは、文字列内の文字がともに近接していて
、分割するのが困難な場合の問題も解決する。所与の文字列を分割するためのこの「欲張
り」アルゴリズムは、大域的最適解を計算する必要なく、モバイル機器上での計算要件を
減らす。ステップ２３０のプロセスが完了すると、プロセスはステップ２３２に進み、そ
こで、プロセスは、図１Ｂ内のステップ１２２に戻るように指示される。
【００８３】
　図２Ｃは、水平マージ処理されたテキストプレカーソルの結合の適合性をチェックする
サブルーチンとして機能する文字認識フィードバックプロセスを示し、テキストプレカー
ソルの結合は、図２Ｂのステップ２３０から供給されている。文字認識プロセスのための
図２Ｂのステップ２３０からのテキストプレカーソルの結合の処理が、図２Ｃに示すステ
ップ２３４で始まる。ステップ２３４の二値文字認識プロセスはステップ２３８に進む。
ステップ２３８で、処理は、処理文字列の二値画像上で関心領域（ＲＯＩ）を判断する。
ステップ２３８での二値画像上の関心領域（ＲＯＩ）は、連結成分の集合を含む。ステッ
プ２３８のプロセスは、ステップ２４０に進み、そこでは、画像正規化を引き起こすため
の処理がある。二値画像の正規化は、同じクラスの画像のばらつきを削減するために、Ｒ
ＯＩ内の画像の形状を固定サイズに正規化するプロセスである。ステップ２４０のプロセ
スが完了すると、プロセスは２４２に進んで、特徴抽出処理を実行する。特徴抽出のプロ
セスは、入力データを特徴のセットに変換する。正規化された画像データである処理文字
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列の入力データは非常に大きい。従って、特徴抽出は、アルゴリズムの後続のプロセスス
テップにおいてデータのサイズを削減するために重要である。正規化された関心領域の特
徴抽出を実行するための処理の後、文字認識プロセスはステップ２４４に進む。ステップ
２４４で、プロセスは、次元縮退を実行する。次元縮退処理は、分類の前に、特徴の数を
さらに管理可能な数に減らすために、ステップ２４４で使用される。次元縮退の後、プロ
セスは、削減された文字特徴のクラスタリング処理での分類のためにステップ２４６に進
む。クラスタ処理での分類のプロセスは、クラスタの分類グラフ内の経路を、その経路が
類似したクラスのペアで終了するまで、辿ることにより、マージする、クラスタのペアを
見つける凝縮型階層的クラスタリングを引き起こす。ステップ２４６が完了すると、プロ
セスはプロセスステップ２４８に進み、ステップ２４８は、認識された二値文字データを
もつ処理文字列に、図２Ｂのステップ２３０に戻るように指示する。
【００８４】
　複数行翻訳実施形態の詳細な説明
　本発明は、トラッキングおよびサブサンプリングされた画像処理を使用する、複数行テ
キスト翻訳プロセスを提供する。複数行テキスト認識処理は、フレームを処理するために
、単一行テキスト認識処理よりも多くのコンピュータ使用を必要とする。リアルタイムの
ユーザーエクスペリエンスを提供するために、言語翻訳がテキスト上に拡張現実画像とし
て重ね合わされ、トラッキング方法が、テキストの移動を検出するために使用される。ト
ラッキングは、２つの目的を果たす：１つは、カメラが同じテキストに焦点を合わせてい
るかどうかを確認する。画像文字処理は、２つの連続した動かない画像が捕捉される場合
に限り行われる。トラッキングのもう１つの目的は、テキストの移動方向を取得して、テ
キスト位置がそれに応じて調整できるようにすることである。リアルタイムトラッキング
のために、処理がトラッキングを行う前に、画像をサブサンプリングする。トラッキング
は、ｘおよびｙ移動をもつベクトルを取得するために、現在のフレームおよび以前のフレ
ームについて実行される。ユーザーは、通常、平坦な領域上のテキストに焦点を合わせる
ので、処理は、ベクトルが一貫性があって小さいかどうかを確認することにより、ユーザ
ーがスマートフォンをしっかりと保持しているかを判断する。ベクトルが一貫性があって
小さい場合、文字認識が、捕捉されたビデオフレームを使用するか、または画面上のテキ
スト位置を調整することにより、実行できる。
【００８５】
　翻訳を画像内のテキスト上にリアルタイムで重ね合わせるために、マルチスレッドプロ
グラミングが使用される：テキスト位置のトラッキングが、１つのスレッド内で行われ、
その間に文字認識が別のスレッド内で行われる。トラッキングを経由するループは、認識
と比較して非常に高速であり、従ってテキスト位置がリアルタイムで調整できる。認識結
果が準備できると、認識結果が抽出され、画面上で更新されて、テキスト位置で更新され
る。必要ならば、別の認識が別のスレッド内で行われる。この更新で、以前の結果が検査
され、より良い結果が各テキスト位置に対して保存される。
【００８６】
　複数行文字認識方法は、２方法の二値化；水平ぼかし（ｈｏｒｉｚｏｎｔａｌ　ｂｌｕ
ｒｒｉｎｇ）；疑わしい文字部分を有するビデオフレームの認識の回避；テキスト取消し
および水平行グループ化：を実行する。複数行プロセスは、２つのタイプの二値化：暗い
テキスト／明るい背景および明るいテキスト／暗い背景を使用する。次いで、水平方向の
テキストを検出するために、水平ぼかし処理が二値化画像について使用される。これは、
効果的に、かつ、おそらくはテキスト位置を失うことなく、行われ得る。水平ぼかしの後
、テキスト認識がこれらの領域について行われる。適切なサイズまたはアスペクト比を有
していない領域が、処理速度を向上するためにスキップされる。次いで、重複する異なる
タイプの二値化から文字列の１つを取り消すために、テキスト取消しが行われる。２つの
文字列が重複する場合、多くの文字を有する方が保存される。最後に、文字が、同じ領域
内になく、バラバラに離れている場合、テキストのグループ化が行われる。文字の２つの
領域が、間隔および位置情報に従って、一緒にグループ化される。
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【００８７】
　図に従った複数行プロセスのプロセス説明がここから始まる。図１Ａのステップ１０４
での判断プロセスが、翻訳のための複数行テキストの第１のフレームをステップ１０６に
送り、そこで、プロセスは、複数行のテキストの第１のフレームを図３Ａのステップ３０
２に送り、そこで、複数行テキスト翻訳プロセス３００の処理が開始する。ステップ３０
２のプロセスはステップ３０４に進み、そこで、プロセスは、画像処理境界ボックス内の
画像フレームの外側部分を除去するために、複数行テキストの第１のフレームを切り取る
。プロセスは、次いで、複数行テキストの第１の切り取られたフレームをステップ３０６
に送る。ステップ３０６で、プロセスは、切り取られたフレームが、複数行のテキストの
第１のフレームであるかを確認する。複数行テキストの切り取られたフレームが第１のフ
レームであれば、プロセスは、複数行テキストの切り取られた第１のフレームをステップ
３０８に送る。ステップ３０８のプロセスは、複数行テキストの第１のフレームをメモリ
装置に保存する。ステップ３０８における処理文字列は、次いで、ステップ３０４に戻る
。ステップ３０４で、プロセスは、複数行テキストの第２のフレームを切り取って、その
切り取られた第２のフレームをステップ３０６に送る。ステップ３０６のプロセスは、切
り取られたフレームが複数行テキストの第１のフレームかを判断する。ステップ３０６に
おける現在の切り取られたフレームが第１の切り取られたフレームではない場合、ステッ
プ３０６のプロセスは、複数行テキストの切り取られた第１のフレームおよび第２のフレ
ームをステップ３１０に送る。判断ステップ３１０で、プロセスは、モバイルカメラ装置
のユーザーインタフェース上の一時停止ボタンが押されているかどうかを確認する。ユー
ザーインタフェース上で一時停止が押されていない場合、ステップ３１０の判断プロセス
は、第１の切り取られたフレームおよび第２の切り取られたフレームをステップ３１２に
送る。ユーザーインタフェース上で一時停止ボタンが押されている場合、ステップ３１０
の判断プロセスは、ステップ３８０に進み、そこで、プロセスは、図３Ｂに示すステップ
３７８からの画像の処理を一時停止する。
【００８８】
　ステップ３１２で、プロセスは、以前および現在のフレームの両方に対して切り取られ
た画像のサイズ変更を実行してから、切り取られて、サイズ変更された以前のフレームお
よび現在のフレームについてトラッキングを実行する。ステップ３１２で、プロセスは、
現在および以前のフレームのトラッキングを実行する。トラッキング位置の各々で、プロ
セスは、以前のフレームから現在のフレームへの画像の位置における変化を計算し、プロ
セスは、各トラッキング位置における以前のフレームから現在のフレームへの移動を、Ｘ
およびＹ値を持つベクトルに関して定義する。プロセスは、以前のフレームを基準トラッ
キングフレームとして使用して、処理は最終的に現在の複数行テキストフレームのみを継
続する。プロセスは、ステップ３１２からステップ３１４に進み、そこで、ステップ３１
４でのトラッキングからのベクトル結果が検査される。
【００８９】
　プロセスは判断ステップ３１６に進み、そこで、トラッキングからのベクトル結果が、
モーションブラーのある不安定な画像を処理するのを防ぐために使用される。ステップ３
１６の処理は、まず、（ａ）トラッキング位置のベクトルが類似しているか否かを判断す
る。ステップ３１６の処理は、（ｂ）認識結果更新間で累算されたトラッキング位置の平
均ベクトルが小さいか否かも判断する。加えて、ステップ３１６の処理は、（ｃ）現在の
画像サイズが以前のフレームの画像サイズと一致するか否かを判断する。ステップ３１６
の処理が判断（ａ～ｃ）に基づき、以前のフレームに比べて現在のフレームの著しい動き
があることを示す場合、ステップ３１６の処理は、複数行テキストの現在および以前のフ
レームの両方をステップ３１８に送る。ステップ３１８で、プロセスは、複数行テキスト
の現在および以前のフレームをメモリから削除して、処理文字列を開始ステップ３０２に
戻す。従って、プロセスが、（１）トラッキングアルゴリズムのベクトルが一貫して類似
している；（２）認識結果更新間で累算されたトラッキングされた位置の平均ベクトルが
小さい；かつ（３）現在のフレームの画像サイズが以前のフレームの画像サイズと一致す
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る；と判断する場合に限り、現在のフレームが、図３Ｂに示すように、ステップ３５２に
進められる。ステップ３１６のプロセスが現在のフレームの処理文字列をステップ３５２
に送る場合、３１６ステップのプロセスは、以前のフレームを廃棄する。
【００９０】
　判断ステップ３５２で、ステップ３６８において以前の複数行認識結果があるか否かに
ついて判断が行われる。プロセスが、ステップ３６８において複数行認識結果がなかった
と判断すると、プロセスは、複数行テキスト画像フレームをステップ３５６でのオートフ
ォーカスのために送る。プロセスは、焦点合わせが完了するまで、ステップ３５８で待機
する。プロセスはステップ３６６に進み、そこで、プロセスは、フル解像度の画像を得る
ために、複数行テキストフレームを切り取る。ステップ３６６の後、プロセスはステップ
３６８に進み、そこで、焦点が合って、切り取られた複数行テキストフレームが、後に説
明する、図４のステップ４０２から始まる複数行テキスト認識プロセスに進む。ステップ
３６８、次いでステップ３５２において複数行認識結果がある場合、判断は、現在のフレ
ームが複数行認識処理に対する第１のフレームではないということであり、従って、現在
のフレームは、別のスレッドが実行しているか否かをプロセスが判断する、判断ステップ
３５４に送られるであろう。
【００９１】
　ステップ３５４のプロセスが、スレッドカウントがゼロであると判断すると、処理は複
数行テキスト画像の現在のフレームをステップ３６２に送る。ステップ３６２のプロセス
は、モバイルカメラ装置上に表示された翻訳テキスト結果を更新する。ステップ３６２の
処理は、複数行テキスト画像のフレーム内でテキストの各個々の行を別々に確認し；テキ
ストが境界ボックス内に留まっているかを確認し；かつ以前の翻訳結果が現在の翻訳結果
よりも良いかどうかを確認し、そうである場合は、以前のフレーム翻訳結果を使用する。
プロセスステップ３６２の後、プロセスはステップ３７２に進み、そこで、プロセスは、
ベクトルデータの過剰累算を処理するのを防ぐために、累算された小さいトラッキングベ
クトルをゼロにリセットする。プロセスはステップ３７４に進み、そこで、プロセスは、
より高い解像度の画像を得るために画像フレームを切り取り、次いで、処理はステップ３
７６に進み、そこで、図４に示すように、複数行認識処理のためのスレッドが作成される
。ステップ３７８で、現在の画像フレームが保存される。現在のフレームはステップ３０
４で切り取られたことに留意されたい。
【００９２】
　ステップ３５４で、判断が、スレッドカウントがゼロではないという場合、ステップ３
５４のプロセスは、ステップ３６０に進んで、モバイルカメラ装置の画像ディスプレイ上
に現れる翻訳されたテキストの以前のフレームからのテキスト位置を調整する。調整では
、現在のフレームを以前のフレームと比較するためのベクトル計算プロセスを使用して、
モバイルカメラ装置の画像ディスプレイ上に現れる翻訳されたテキストを移動させるが、
以前のフレームはステップ３１２においてトラッキング結果を提供した。ステップ３６０
の後、プロセスはステップ３６４に進み、そこで、シフトベクトルがステップ３６０から
累算される。
【００９３】
　ステップ３６８、３６４、および３７６からの複数行テキスト画像処理のためのプロセ
ス経路がステップ３７８で集束され、そこで、現在の画像フレームが切り取られた複数行
テキスト画像として保存される。ステップ３８で一時停止ボタンが押されている場合、プ
ロセスは画像処理を一時停止する。翻訳を失うことなくモバイルカメラ装置を移動できる
ために、適切な翻訳が得られている場合に一時停止ボタンが頻繁に押される。ステップ３
８０のプロセスは、次いで、ステップ３８２に進み、そこで、処理が、画面の位置の座標
を、処理が生じる画像バッファ（メモリ）の位置と一致させる。図３Ｂに示すステップ３
６８および３７６のプロセスは、プロセス４００内の図４に示す複数行認識サブルーチン
プロセスである。
【００９４】
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　より詳細には、プロセス４００はステップ４０２から開始する。ステップ４０４で、プ
ロセスは、明るい背景と暗いテキストがある、第１のタイプの二値化を実行する。ステッ
プ４０６のプロセスは、次いで、後に説明する図５Ａに示すサブルーチンプロセス５００
を使用するか、または後に説明する図５Ｂに示すサブルーチンプロセス５５０のいずれか
を使用して、第１のタイプの二値複数行画像について認識処理を実行する。プロセス５０
０または５５０内の処理が完了した後、プロセスは図４内のステップ４０８に戻り、そこ
で、プロセスは、暗い背景と明るいテキストがある、第２のタイプの二値化を実行する。
ステップ４１０のプロセスは、次いで、図５Ａに示すサブルーチンプロセス５００を使用
するか、または図５Ｂに示すサブルーチンプロセス５５０のいずれかを使用して、第２の
タイプの二値複数行画像について認識処理を実行する。プロセス５００または５５０内の
処理が完了した後、プロセスは図４内のステップ４１２に戻り、そこで、プロセスは、図
６Ａおよび６Ｂに示すサブルーチンプロセス６００を使用して、重複したテキストを検出
するためにテキスト取消しを実行する。プロセス６００内の処理が完了した後、プロセス
は図４内のステップ４１４に戻り、そこで、プロセスは、第１のタイプ（「タイプ１」）
の二値閾値に対するテキストのグループ化および第２のタイプ（「タイプ２」）の二値閾
値に対するテキストのグループ化を実行する。ステップ４１４が、後に説明する図７Ａお
よび７Ｂ内のサブルーチンプロセス７００で処理される。二値閾値の各タイプに対するテ
キストのグループ化が完了した後、プロセスは、図４内のステップ４１６に戻る。ステッ
プ４１６内の翻訳プロセスは、光学式文字認識からの結果を使用して、第１の言語のテキ
ストである中国語文字を、第２の言語のテキストである英単語に翻訳する。翻訳の出力が
、モバイルカメラ装置上に、リアルタイム拡張現実画像として表示される。
【００９５】
　翻訳エンジンはステップ４１６で、翻訳エンジン結果スコアを計算する。翻訳エンジン
スコアは、中国語文字が良好に認識されて、中国語文字の英語への良好な翻訳の確率が高
い兆候がある場合に、高い。現在のフレームのテキスト行が、以前のフレームに対してそ
のままであって、動いていないことを確認した後、現在および以前のフレームの翻訳に対
する行の複数行翻訳エンジンスコアが比較されて、以前の翻訳エンジンスコアの方が高い
場合、行の以前のフレームの翻訳が保持されて、現在の翻訳は保存されない。翻訳エンジ
ン結果は、翻訳結果の認識された有効性を計算し、次いで、結果として生じた語全体にわ
たってそれらを合計することにより、得点される。複数行での翻訳プロセスは、複数行テ
キスト画像の処理および翻訳において一度に１行を処理する。
【００９６】
　別の実施形態では、垂直テキスト認識がプロセスとして、水平テキスト認識プロセスの
プロセスに追加され得る。処理は、第１のフレーム認識において、テキスト方向を、垂直
および水平方向の両方で自動的に決定するであろう。翻訳スコアは、各方向で合計され得
、高い方のスコア翻訳は、その方向でより多くの意味のある句を有し得るので、高い方の
翻訳スコアがさらなる処理のために選択されるであろう。時々、プロセスは、翻訳のため
に認識される多数の文字がないことを示す低翻訳スコアを有し得る。いくつかの翻訳スコ
アは単にノイズであり得る。従って、ユーザーが焦点を合わせ始め得るのは画像の中心か
らなので、プロセスは、画像の中心周囲のテキスト行の翻訳スコアの合計に焦点を合わせ
るであろう。
【００９７】
　前述のように、ステップ４１０のプロセスは、次いで、図５Ａに示すサブルーチンプロ
セス５００を使用するか、または図５Ｂに示すサブルーチンプロセス５５０のいずれかを
使用して、第２のタイプの二値複数行画像について認識処理を実行する。図５Ａのステッ
プ５０２は、二値複数行画像の１つのタイプについて認識処理のプロセスを開始する。こ
のプロセスは、ステップ５０４に進み、そこで、プロセスは連結成分を見つけて、複数行
テキスト画像のノイズ除去を行う。プロセスは次いで、プロセスステップ５０６に進み、
そこでテキスト位置を見つけるために水平ぼかしが実行される。
【００９８】
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　プロセスは次いで、ステップ５０８に進み、そこで、処理文字列の二値化画像をそのセ
グメントに分割するために、連結成分分析が、水平方向にぼやけた画像について実行され
る。連結成分は、全部黒または全部白のいずれかの画素フィールドを有する。プロセスが
連結成分分析を完了した後、プロセスはステップ５１０に進み、そこで、プロセスは、水
平ぼかしによって画定された各連結成分の単一行領域の内部に位置する連結成分について
、光学式文字認識（ＯＣＲ）を実行する。ステップ５１０での処理は、二値認識された文
字のサイズが小さすぎる場合、またはアスペクト比が水平方向のテキスト行を形成する可
能性が低い場合、単一行領域についてＯＣＲを行わない。
【００９９】
　二値画像複数行画像についての認識に対する代替経路５５０が図５Ｂに示されており、
ステップ５６０から始まる。ステップ５６２で、二値画像複数行画像がノイズ除去される
。プロセスはステップ５６４に進み、そこで水平ぼかしが実行され、ステップ５６６で、
元の画像内の対応する領域の切取りを用いた連結成分分析が続く。連結成分分析は、処理
文字列の二値化画像をそのセグメントに分割するために実行される。連結成分は、全て黒
または全て白のいずれかの画素のフィールドを有する。プロセスが連結成分分析を完了し
た後、処理はステップ５６６からステップ５６８に進み、そこで、各連結成分の領域に対
して単一行のように、プロセスは、二値認識された文字のサイズが小さすぎるか、または
アスペクト比が水平方向のテキスト行を形成する可能性が低くない場合に限り、ＯＣＲを
実行する。次いで、プロセスは、複数行テキスト画像の各単一行をさらに細かい解像度に
サイズを変更して、二値化を繰り返す。認識されている画像がより良い解像度を有し、従
って、文字のさらなる細部を含むので、図５Ｂのプロセス５５０は、図５Ａのプロセスよ
りも精度が良いが、処理速度は、図５Ａのプロセス５００における処理よりも遅い可能性
がある。
【０１００】
　前述のように、図４のプロセスはステップ４１２で、部分６Ａおよび６Ｂを有する図６
に示されるサブルーチンプロセス６００を使用して、重複したテキストを検出するために
テキスト取消しを実行する。図６Ａのプロセス６００で、文字認識後のテキスト取消しが
ステップ６０２で開始して、ステップ６０４に進み、そこで、プロセスが、タイプ１の二
値化およびタイプ２の二値化における文字数をカウントする。定義により、タイプ１の二
値化は白い背景上に出現する黒いテキストから成り、タイプ２の二値化は逆の二値化、す
なわち、黒い背景上に出現する白いテキストである。ステップ６０４のプロセスは、判断
ステップ６０６に進み、そこで、タイプ１の二値化を通る処理ループが終了されているか
に関して判断する。タイプ１の二値化を通る処理ループが終了されている場合、処理文字
列が、図７Ａ内のプロセス７００の開始ステップ７０２でテキストのグループ化を開始す
るために送られる。タイプ１の二値化を通る処理ループが終了されていない場合、プロセ
スは判断ステップ６０８に進んで、複数行テキスト画像フレームの単一行内に中国語文字
があるかどうかを判断する。
【０１０１】
　ステップ６０８で、ステップ６０８における行内に中国語文字がないと判断される場合
、処理文字列はステップ６０６に戻されて、複数行テキスト画像の別の単一行内について
タイプ１の二値化を繰り返す。ステップ６０８で、複数行テキスト画像フレームの単一行
内に中国語文字があると判断する場合、プロセスは６１０に進んで、その単一行の高さお
よび長さの境界を計算する。ステップ６１０のプロセスは次いで、判断ステップ６１２に
進み、そこで、プロセスは、タイプ２の二値化を通る処理ループが終了されているかを判
断する。タイプ２の二値化を通る処理ループがステップ６１２で終了されている場合、処
理文字列がステップ６０６に戻って、複数行テキスト画像の別の単一行を処理する。タイ
プ２の二値化を通る処理ループがステップ６１２で終了されていない場合、処理文字列は
図６Ｂ内のステップ６５２に進む。ステップ６５２は、複数行テキスト画像フレームの単
一行内に中国語文字があるかどうかを判断する判断ステップである。複数行テキスト画像
フレームのこの単一行内に中国語文字がない場合、処理は、処理文字列をステップ６１２
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に送って、複数行テキスト画像フレームの別の単一行についてタイプ２の二値化を繰り返
す。複数行テキスト画像フレームの単一行内に中国語文字がある場合、プロセスはステッ
プ６５４に進んで、複数行テキスト画像フレームの特定の単一行の長さおよび高さの境界
を識別する。
【０１０２】
　ステップ６５４のプロセスは、判断ステップ６５６に進み、そこで、ステップはタイプ
１およびタイプ２の二値化の文字列が重複するかどうかを判断する。タイプ１およびタイ
プ２の二値化が重複しない場合、プロセスは判断ステップ６１２に戻って、複数行テキス
トの別の単一行を、タイプ２の二値化プロセスを経由して処理する。タイプ１およびタイ
プ２の二値化が重複する場合、プロセスはステップ６５８で、文字数が少ない方の二値化
のタイプの文字列を除去する。ステップ６５８のプロセスは、２つの重複するテキスト行
の文字数が等しい場合に限り、図６Ａ内のステップ６０４からの二値化のタイプの各々に
対する文字数カウントを使用する。ステップ６５８のプロセスは、判断ステップ６６０に
進んで、タイプ１の二値化の文字列またはタイプ２の二値化の文字列が除去されたかどう
かを判断する。タイプ１の二値化が除去された場合、処理文字列が判断ステップ６０６に
送られて、タイプ１の二値化を通る処理ループが終了されているかを判断する。タイプ２
の二値化が除去された場合、処理文字列が判断ステップ６１２に送られて、タイプ２の二
値化を通る処理ループが終了されているかを判断する。タイプ１の文字列が全てループを
通過すると、テキスト取消しが図６Ａおよび図６Ｂ内で完了し、プロセスは図７Ａのステ
ップ７０２でのプロセス７００に進む。前述のように、図４のプロセスはステップ４１４
で、各二値閾値タイプに対してテキストのグループ化プロセスを実行し、この処理は、部
分７Ａおよび７Ｂを有し、以下で説明する図７で実行される。１つの中国語テキスト文字
が単一の英単語に翻訳され得る。２つの中国語テキスト文字または３つの中国語テキスト
文字は、それらが幅広く離れている場合、翻訳のためにグループ化される必要があり得る
。図７に示すプロセス７００は、各複数行二値化テキストビデオ画像フレーム内で一度に
１つの単一テキスト行についてテキストのグループ化を判断する。
【０１０３】
　図７Ａのプロセス７００が、タイプ１の二値化画像のテキストグループ化を開始するた
めに、ステップ７０２から始まる。ステップ７０２での処理が、ステップ７０４に進み、
そこで、プロセスがタイプ１におけるテキストの行数をカウントする。ステップ７０４の
プロセスが、判断ステップ７０６に進んで、処理文字列がタイプ１のテキストのグループ
化を終了しているかどうかを判断する。タイプ１のテキストのグループ化がステップ７０
６で終了している場合、処理文字列がタイプ２を実行するために送られる。ステップ７０
６のプロセスが、タイプ１のテキストのグループ化を終了していない場合、処理はステッ
プ７０８を継続する。
【０１０４】
　ステップ７０８で、プロセスは、複数行テキスト画像フレームの単一のタイプ１のテキ
スト行の垂直範囲に対する上限および下限を計算する。プロセスは判断ステップ７１０に
進んで、タイプ１テキストのテキストグループ化が実行されるべきかどうかを判断する。
ステップ７１０のプロセスが、タイプ１テキストのテキストグループ化が可能でないと判
断する場合、ステップ７１０のプロセスは処理文字列をステップ７０６に戻して、タイプ
１のテキストグループ化を通るループが終了しているかどうかを判断する。ステップ７１
０のプロセスが、タイプ１テキストのテキストグループ化が可能であると判断する場合、
プロセスはステップ７１２に進み、そこで、プロセスは、単一のテキスト行内のタイプ１
のテキスト文字に対して位置情報の全てを計算する。プロセスはまず、タイプ１テキスト
行の水平位置の中心点Ｘｉを判断し、次いで、タイプ１テキスト行の２つの左端の文字の
左間隔および２つの右端の文字の右間隔を判断する。図７Ａでは、左間隔は、ステップ７
１２の右に示す、テキスト文字７１６とテキスト文字７１８との間の距離であることに留
意されたい。右間隔は、ステップ７１２の右に示す、テキスト文字７２０とテキスト文字
７２２との間の距離であることに留意されたい。７１２のプロセスは、判断ステップ７１
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４に進み、そこで、プロセスは、残りの行ｊまでの文字列プロセスループが終了されてい
るかを判断する。
【０１０５】
　ステップ７１４の判断プロセスが、残りの行ｊまでの文字列プロセスループが終了され
ていると判断した場合、プロセスはステップ７５２に進み、そこで、処理は、行「ｉ」の
中心点Ｘｉの右側のテキストをグループ化する場合、行ｉの位置情報を修正する。次いで
、プロセスは、ステップ７５２からステップ７５６に進み、そこで、処理は、中心点Ｘｉ
の左側のテキストをグループ化する場合、行ｉの位置情報を修正する。プロセスは次いで
、ステップ７６０に進んで、グループ化されているテキスト行（複数可）を除去し、次い
で、プロセスは判断ステップ７６２に進み、そこで、ステップ７６２の処理は、現在の行
ｉのテキストのグループ化が生じたかどうかを判断する。行ｉのテキストのグループ化が
生じなかった場合、行ｉのテキストのグループ化が、偽の可能なテキストグループ化とし
てメモリ内に設定される。行ｉのテキストのグループ化が生じた場合には、タイプ１のテ
キストグループ化の処理文字列がステップ７１０に戻り、可能なテキストグループ化がま
だ真に設定されているので、ステップ７１２に進んで、テキスト行（複数可）を現在の行
ｉにグループ化するさらなる可能性を見つけるであろう。（本発明人は、シンボル「ｉ」
および「ｊ」を、我々が焦点を合わせているテキスト行を指し示すために使用する。プロ
セスは、行「ｊ」を行「ｉ」にグループ化する可能性を検査し、そのため、行「ｉ」から
始めて、残りの行（「ｊ」）までループし、その後、次の行「ｉ」に進んで、残りの行（
「ｊ」）までループする、などと続く）。
【０１０６】
　ステップ７１４の判断ステップが、残りの行ｊまでの文字列プロセスループが終了され
ていないと判断した場合、プロセスはステップ７５４に進んで、行ｊの中心点Ｘｊを計算
する。（判断ステップは、行ｊの中心点Ｙｊが行ｉの上限と下限との間にあるかどうかを
判断する。そうである場合には７５４に進む。そうでない場合は、７１４に戻る）。プロ
セスは次いで、判断ステップ７５８に進み、そこで、プロセスは、行Ｊの中心点Ｘｊが、
行ｉの中心点Ｘｉ未満であるかどうかを判断する。判断ステップ７５８が、行Ｊの中心点
Ｘｊが、行Ｉの中心点Ｘｉ未満であると判断した場合、プロセスはステップ７６６に進ん
で、行ｉの左境界と行ｊの右境界との間の左の距離を計算する。
【０１０７】
　判断ステップ７５８が、行ｊの中心点Ｘｊが行ｉの中心点Ｘｉ未満ではないと判断した
場合、プロセスはステップ７６４に進んで、行ｉの右境界と行ｊの左境界との間の右の距
離を計算する。
【０１０８】
　ステップ７６６のプロセスが、行ｉの左境界と行ｊの右境界との間の左の距離を計算し
た後。次いでプロセスは、判断ステップ７６８に進み、そこで、プロセスは、（１）行ｉ
が単一の中国語文字であるか、または左の距離が行ｉの左間隔の２倍未満であるかのいず
れか；および（２）行ｉの左境界と行ｊの右境界との間の左の距離が最小の格納値未満で
ある、かどうかを判断する。
【０１０９】
　ステップ７６８のプロセスが、前述の（１）または（２）のいずれかの条件が維持され
ていないと判断すると、処理文字列はステップ７１４に戻って、残りの行ｊまでの処理文
字列ループが終了しているかどうかに関する別の判断を実行する。
【０１１０】
　ステップ７６８のプロセスが、前述の（１）および（２）の条件が両方維持されている
と判断すると、プロセスはステップ７７６に進んで、行ｉの左境界と行ｊの右境界との間
の左の距離の最小の格納値を更新する。次いで、ステップ７７６からの処理文字列が、ス
テップ７１４に戻って、残りの行ｊまでの処理文字列ループが終了しているかどうかに関
する別の判断を実行する。
【０１１１】
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　判断ステップ７５８でＸｊがＸｉ未満でないと判断される場合、プロセスはステップ７
６４に進み、そこで、ステップ７６４のプロセスが、行ｉの右境界と行ｊの左境界との間
の右の距離を計算し、次いで、プロセスは判断ステップ７７０に進み、そこで、プロセス
は、（３）行ｉが単一の中国語文字であるか、または右の距離が行ｉの右間隔の２倍未満
であるかのいずれか；および（４）行ｉの右境界と行ｊの左境界との間の右の距離が最小
の格納値未満である、かどうかを判断する。
【０１１２】
　７７０のプロセスが、前述の（３）または（４）のいずれかの条件が維持されていない
と判断すると、処理文字列はステップ７１４に戻って、残りの行ｊまでの処理文字列ルー
プが終了しているかどうかに関する別の判断を実行する。
【０１１３】
　ステップ７７０のプロセスが、前述の（３）および（４）の条件が両方維持されている
と判断すると、プロセスはステップ７７４に進んで、行ｉの右境界と行ｊの左境界との間
の右の距離の最小の格納値を更新する。次いで、ステップ７７４からの処理文字列が、ス
テップ７１４に戻って、残りの行ｊまでの処理文字列ループが終了しているかどうかに関
する別の判断を実行する。
【０１１４】
　図７Ａの判断ステップ７０６で、タイプ１のテキストグループ化が終了していると判断
されている場合、タイプ２のテキストグループ化が、図７Ａおよび図７Ｂのプロセス７０
０の同じ種類のプロセスステップに従って実行される。しかし、タイプ２のテキストグル
ープ化のためのプロセスステップは、図７Ａおよび図７Ｂを考慮して、本発明が、タイプ
２のテキストグループ化を実行する方法に関係するものがどのようなものであり得るかは
当業者には明らかであるので、図には具体的には示されない。
【０１１５】
　ユーザーインタフェース実施形態および使用事例の詳細な説明
　図８は、中華料理メニューの一例を示す。ラベル８０２で囲まれているのは、英語への
翻訳を必要とする４行の中国語文字である。ラベル８０４で囲まれているのは、英語への
翻訳を必要とする単一行の中国語文字である。
【０１１６】
　図９は、本発明の一実施形態の動作プロセス中である、モバイルカメラ装置の一例上の
ユーザーインタフェース９００を示す。ターゲットボックス９０２の一実施形態が、ユー
ザーインタフェースディスプレイ上に示されている。ターゲットボックスは、任意のサイ
ズにでき、モバイルカメラ装置上のどこにでも配置できる。指先９０６でタッチされてい
るとして描かれている、ターゲットボックスのプルダウンディスプレイアイコン９０４は
、矢印の方向にスライドできて、ターゲットボックスのサイズを拡大させる。「ライト」
とラベルの付けられた光照射スイッチアイコン９０８は、カメラが、第２の言語への翻訳
のために選択された第１の言語テキストに焦点を合わせている間に、光照射を加えるため
にタップできる。第１の言語テキストは、ターゲットボックス内に表示されるであろう。
「固定する（ｆｒｅｅｚｅ）」とラベルの付けられた一時停止ボタン９１０は、翻訳の表
示を一時停止または固定するためにタップできる。プルダウンアイコン９０４上を指先で
スライドすることによって生じるターゲットボックスのサイズへの効果例については図１
０を参照する。
【０１１７】
　図１０は、本発明の一実施形態の動作プロセス中である、モバイルカメラ装置の一例上
のユーザーインタフェース１０００を示す。ここでは、１００２とラベル付けされたター
ゲットボックスの実施形態が、ユーザーインタフェースディスプレイ上に示されている。
図９のターゲットボックス９０２と比較すると、図１０のターゲットボックスのサイズの
方が大きい。ターゲットボックスの上に、「テキストをボックスの中心に置いて、翻訳が
現れるまで待つ」という指示がある。スライダーアイコン１００４は、ボタンを有し、タ
ーゲットボックス内の画像を必要に応じて拡大するためにスライドできる。
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【０１１８】
　図１１は、本発明の一実施形態の動作プロセス中である、モバイルカメラ装置の一例上
のユーザーインタフェース１１００を示す。ターゲットボックスのサイズが、本発明によ
る翻訳のために焦点を合わされた中国語テキスト文字１１０４の単一行に適合する。これ
らは、図８に示す中国語メニュー上でラベル８０４の内部に示されたのと同じ中国語文字
である。ターゲットボックスの上は、中国語文字の単一行の処理された画像１１０２であ
る。ターゲットボックスの下は、英語翻訳１１０６である。プルダウンタブアイコンは、
１１０８とラベル付けされている。一時停止アイコンは１１１０とラベル付けされている
。光照射アイコン１１１２は、ライトが「オフ」であることを示している。ユーザーイン
タフェースの第２のビューは、ターゲットボックスのプルダウンアイコン１１１４上の指
を示す。
【０１１９】
　図１２は、本発明の一実施形態の動作プロセス中である、モバイルカメラ装置の一例上
のユーザーインタフェース１２００を示す。ターゲットボックスのサイズは、ターゲット
ボックスの内部に非常に薄いグレーで示された、焦点を合わされている中国語テキスト文
字の４行に適合する。英語翻訳１２０２は、本発明のこの実施形態でターゲットボックス
の内部に、中国語文字の各行およびその英語翻訳を重ね合わせて表示されている。一実施
形態では、英語翻訳は、中国語文字の上である。一実施形態では、英語翻訳は、リアルタ
イムで拡張現実として表示される。
【０１２０】
　図１３は、ユーザーインタフェース１３００の拡大図を示しており、図１２の拡大した
部分を示す。本発明のこの実施形態例では、ターゲットボックスは１３０６とラベル付け
され、プルダウンアイコンタブは１３１２とラベル付けされている。第１の言語テキスト
はここでは中国語テキスト文字である。それらの第２の言語への翻訳が英語テキスト文字
として表示されている。複数行翻訳の４行の各々が英語テキストであり、各行がここでは
、例えば、行１３０２、１３０４、１３０８、および１３１０と番号付けされている。一
実施形態では、英語テキストは、黒のフォントであり、他方、中国語テキストの４行は、
本発明の一実施形態に従い、グレー（元の色）のフォントであるが、フォントの色として
任意の色が使用され得る。他の実施形態では、英語テキストは、白のフォント色である。
外国語および翻訳されたテキストの色は、本発明の精神または範囲から逸脱することなく
変更され得る。
【０１２１】
　図１４は、本発明の別の実施形態による単一行翻訳動作を表示する、ユーザーインタフ
ェース１４００の拡大図を示す。中国語テキスト文字１４０４の中国語発音１４０６がタ
ーゲットボックスの下に表示されている。ターゲットボックスのサイズは、本発明による
翻訳のために焦点を合わされた中国語テキスト文字１４０４の単一行に適合する。ターゲ
ットボックスの上は、中国語文字の単一行処理された画像１４０２である。ターゲットボ
ックスの下は、英語翻訳１４０８である。
【０１２２】
　図１５は、本発明がその上で実施され得る、様々なモバイル機器１５０２、１５０４、
１５０６、および１５０８を示す。示されているのは、モバイルスマートフォン１５０２
、１５０４、および１５０６、ならびにＧＯＯＧＬＥ　ＧＬＡＳＳ（商標）などであるが
、それに制限されない、ウェアラブルコンピュータ１５０８である。本発明は、様々なモ
バイルおよびウェアラブル機器上で実施され得、そのいくつかの実例が本明細書で提供さ
れている。しかし、本発明の適用可能性は、本明細書に示すか、または説明する、モバイ
ル機器またはウェアラブルコンピュータに決して制限されない。かかるモバイル機器およ
びウェアラブルコンピュータは、１つ以上のメモリに結合された、１つ以上のプロセッサ
を有し、メモリは、プログラムコードを格納し、図に示して説明するように、本発明のプ
ロセスを実行するためのプログラムコードを格納するために使用され得ることが知られて
いる。
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【０１２３】
　日本語の実施形態
　日本語には３つの異なる書記体系（平仮名、片仮名、および漢字）があるという事実の
ために、（へ－ヘ）、（ロ－口）など、これらの体系にわたる２、３の文字が文字レベル
で区別するのが困難であり得る。従って、プロセスは、それらを区別するためにコンテキ
スト情報を使用する。プロセスは、より高い精度を達成するために、言語モデルおよびい
くつかの発見的規則を利用する。プロセスは、最も可能性の高い文字列を評価するために
、文字の形状類似性情報を翻訳スコアと一緒に組み合わせることもできる。
【０１２４】
　結論
　本発明は、ハードウェアおよび／またはソフトウェアで実装され得る。例えば、ネット
ワークインタフェースなどの、システムの多くの構成要素は、本発明を曖昧にしないため
に、示されていない。しかし、当業者は、システムは、必ずこれらの構成要素を含むこと
を理解するであろう。ユーザー装置は、メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサ
を含むハードウェアである。プロセッサは、１つ以上のプロセッサ（例えば、マイクロプ
ロセッサ）を表し得、メモリは、ハードウェアの主記憶装置、ならびに任意の補足レベル
のメモリ、例えば、キャッシュメモリ、不揮発性またはバックアップメモリ（例えば、プ
ログラム可能またはフラッシュメモリ）、読取り専用メモリなど、を含むランダムアクセ
スメモリ（ＲＡＭ）装置を表し得る。加えて、メモリは、ハードウェア内のどこにでも、
例えば、プロセッサ内の任意のキャッシュメモリに、物理的に配置されたメモリ記憶、な
らびに、例えば、大容量記憶装置上に格納されるような、仮想メモリとして使用される任
意の記憶容量、を含むと考えられ得る。
【０１２５】
　ユーザー装置のハードウェアは、通常、外部と情報をやりとりするために、いくつかの
入力および出力も受信する。ユーザーとのインタフェースのために、ハードウェアは１つ
以上のユーザー入力装置（例えば、キーボード、マウス、スキャナ、マイクロホン、ウェ
ブカメラなど）およびディスプレイ（例えば、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）パネル）を含
み得る。追加の記憶装置として、ハードウェアは、１つ以上の大容量記憶装置、例えば、
とりわけ、フロッピィもしくは他の取外し可能ディスクドライブ、ハードディスクドライ
ブ、直接アクセス記憶装置（ＤＡＳＤ）、光学式ドライブ（例えば、コンパクトディスク
（ＣＤ）ドライブ、デジタル多用途ディスク（ＤＶＤ）ドライブなど）および／またはテ
ープドライブも含み得る。さらに、ハードウェアは、ネットワークに結合された他のコン
ピュータとの情報の伝達を可能にするために、１つ以上のネットワーク（例えば、とりわ
け、ローカルエリアネットワーク（ＬＡＮ）、ワイドエリアネットワーク（ＷＡＮ）、無
線ネットワーク、および／またはインターネット）とのインタフェースを含み得る。ハー
ドウェアは通常、プロセッサ間の適切なアナログおよび／またはデジタルインタフェース
を含むことが理解されるべきである。
【０１２６】
　ハードウェアは、オペレーティングシステムの制御下で動作して、前述のプロセス技術
を実行するための、参照番号によって全体として示される、様々なコンピュータソフトウ
ェアアプリケーション、構成要素、プログラム、コード、ライブライ、オブジェクト、モ
ジュールなどを実行する。
【０１２７】
　一般に、本発明の実施形態を実装するために実行される方法は、オペレーティングシス
テムの一部、または「コンピュータプログラム（複数可）」もしくは「コンピュータコー
ド（複数可）」と呼ばれる特定のアプリケーション、構成要素、プログラム、オブジェク
ト、モジュールもしくは命令の連続として実装され得る。コンピュータプログラムは、通
常、１つ以上の命令セットをコンピュータ内の様々なメモリおよび記憶装置内に様々な時
に含み、それは、コンピュータ内の１つ以上のプロセッサによって読み取られて実行され
る場合に、コンピュータに、本発明の様々な態様を伴う要素を実行するために必要な動作
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を実行させる。その上、本発明は、完全に機能するコンピュータおよびコンピュータシス
テムのコンテキストで説明されているが、当業者は、本発明の様々な実施形態は、プログ
ラム製品として様々な形式で分散されることが可能であり、本発明は、実際に分散を達成
するために使用されるマシンまたはコンピュータ可読媒体の特定のタイプに関わらず、均
等に適用されることを理解するであろう。コンピュータ可読媒体の例は、揮発性および不
揮発性のメモリ装置、フロッピィおよび他の取外し可能ディスク、ハードディスクドライ
ブ、光ディスク（例えば、コンパクトディスク読取り専用メモリ（ＣＤ　ＲＯＭ）、デジ
タル多用途ディスク（ＤＶＤ）など）などの記憶可能タイプ媒体、および、時々、モバイ
ル機器に対する「アプリストア」として知られる、オンラインストアを通じた無線媒体経
由を含む、デジタルおよびアナログ通信媒体を含むがそれらに制限されない。
【０１２８】
　本発明は特定の例示的な実施形態を参照して説明されているが、様々な実施形態および
変更がこれらの実施形態に対して、本発明のより広範な精神から逸脱することなく、行わ
れ得ることが明らかであろう。それに応じて、明細書および図は、制限的な意味ではなく
、例示的な意味で考えられるべきである。前述の実施形態は、教示される個別の記述のい
ずれよりも大きい範囲を有し得る単一のより幅広い発明の特定例であることも当業者には
明らかであろう。本発明の精神および範囲から逸脱することなく、多くの変更が記述にお
いて行われ得る。

【図１Ａ】 【図１Ｂ】
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【図２Ａ】 【図２Ｂ】

【図２Ｃ】 【図３Ａ】
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【図５Ａ】 【図５Ｂ】
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【図６Ａ】 【図６Ｂ】

【図７Ａ】 【図７Ｂ】
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【図８】 【図９】

【図１０】 【図１１】
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【図１２】 【図１３】

【図１４】 【図１５】
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